
行
事
／
理
事
会
委
員
会
等
の
主
な
活
動
状
況

　
　
　
　
　
　         （
2
0
1
8
年
上
期
）
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編
集
・
発
行
　
日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
事
務
局   

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
2-

10-

9
　Tel.03 -5304 -5130  Fax.03 -5371 -9345

　
印
刷
・
製
本
　
イ
エ
ズ
ミ
印
刷（
株
）

（
五
十
音
順
）

　
組
合
員
各
社

（
株
）ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
　
　（
株
）ア
デ
ラ
ン
ス

（
株
）ク
ス
ノ
キ
　
コ
ス
モ
フ
ァ
ニ
ー（
株
）　
シ
ャ
ポ
ー
ド（
株
）

（
株
）ス
ヴ
ェ
ン
ソ
ン  （
株
）東
京
義
髪
整
形  （
株
）ハ
イ
ネ
ッ
ト

（
株
）バ
イ
オ
テ
ッ
ク 

　
フ
ェ
ザ
ー（
株
）　 （
株
）プ
ロ
ピ
ア

（
株
）ベ
ラ
ミ
カ
　
　（
株
）ユ
キ
　
　 

　

　
特
別
会
員

（
株
）ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
　（
株
）ア
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
株
）a
n
　
安
穏（
株
）　（
株
）イ
ン
タ
ー・サ
ク
セ
ス

（
株
）H
P
　（
株
）ク
ラ
ッ
セ
　（
株
）ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

（
株
）K’s Fam

ily

　（
株
）S
u
n
n
y   

D
a
y
s
　
鈴
珠

（
株
）ス
マ
ー
ト
リ
ン
ク
　（
株
）ス
リ
ー
ル
　
青
和
通
商（
株
）　

（
株
）ダ
リ
ア
　
青
島
杉
山
商
貿
有
限
公
司

（
株
）B
e
r
r
y  

& 

R
o
s
e
　（
株
）美
彩
　（
株
）プ
リ
シ
ラ

（
株
）美
希
　（
株
）ミ
リ
オ
ン
バ
ン
ブ
ー
　（
株
）ラ
イ
ツ
フ
ォ
ル

（
株
）リ
ネ
ア
ス
ト
リ
ア
　（
株
）ロ
ハ
ス

（
株
）ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ィ
ッ
グ
ヘ
ア
ー
ズ

　
賛
助
会
員

（
株
）ア
イ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
　（
株
）ア
サ
ツ
ー
デ
ィ・ケ
イ

（
株
）ア
プ
ラ
ス
　（
株
）ア
マ
ナ
　
イ
エ
ズ
ミ
印
刷（
株
）

伊
藤
超
短
波（
株
）　（
株
）大
広
製
作
所

（
株
）オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　（
株
）カ
ワ
キ
タ

共
同
印
刷（
株
）　（
株
）コ
ー
テ
ッ
ク
　（
株
）弘
研

（
株
）コ
ン
パ
ス
　（
株
）サ
ン
エ
ー
デ
ィ
ー

（
株
）ジ
ェ
イ
ア
ン
ド
ユ
ー
　
J
B
C
C（
株
）

（
株
）ジ
ャ
ッ
ク
ス
　（
株
）新
和
商
事
　（
株
）セ
デ
ィ
ナ

（
株
）象・フ
ァ
ク
ト
リ
ー
　（
株
）大
広
　
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト（
株
）

タ
カ
ラ
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン（
株
）　（
株
）田
村
治
照
堂

（
株
）電
通
　（
株
）東
洋
新
薬

一
般
財
団
法
人 

日
本
繊
維
製
品
品
質
技
術
セ
ン
タ
ー

日
本
フ
イ
リ
ン（
株
）　
日
本
ユ
ニ
ポ
リ
マ
ー（
株
）

吉
忠
マ
ネ
キ
ン（
株
）

◇
5
日 

経
済
産
業
省
訪
問　

新
任
企
画
官
御
挨
拶

◇
15
日 

運
営
委
員
会

 

　

1
、理
事
会
進
行
・
懇
親
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

　

2
、組
合
員
移
行
の
件

 

　

3
、2
0
1
8
年
度
事
業
計
画
案

 

　

4
、2
0
1
8
年
度
収
支
予
算
案

 

　

5
、そ
の
他
事
項

 

・ 

2
0
1
7
年
度
収
支
決
算
見
込
み

 

・ 

特
別
会
員
入
会
の
件

◇
15
日 

リ
ク
エ
ス
ト
Q
J
人
材
募
集
・
M
・
W
i
g
啓
発

 

広
告
掲
載

◇
15
日 

定
例
理
事
会
開
催

 

　

第
一
号
議
案　

特
別
会
員
よ
り
組
合
員
移
行
の
件

 

　

第
二
号
議
案　

2
0
1
8
年
度
事
業
計
画
の
件

 

　

第
三
号
議
案　

2
0
1
8
年
度
収
支
予
算
の
件

 

そ
の
他
事
項

◇
6
日 

東
京
都
議
会
厚
生
委
員
会
に
陳
情

◇
16
日 

衆
議
院
議
員
国
政
報
告
会
参
加

◇
10
日 

通
常
総
会
・
定
例
理
事
会
開
催（
本
文
記
事
掲
載
）

 

通
常
総
会（
議
案
）

 

　

第
一
号
議
案　

2
0
1
7
年
度
事
業
報
告
及
び

 

　
　
　
　
　
　
　

決
算
報
告
承
認
の
件

 

　

第
二
号
議
案　

2
0
1
8
年
度
事
業
計
画（
案
）

 

　
　
　
　
　
　
　

及
び
予
算（
案
）の
件

 

定
例
理
事
会

 

　

報
告
事
項
三
件

事務局だより

「
あ
の
時
の
お
客
様
の
あ
の
言
葉
が
あ
っ
た
か

ら
今
の
自
分
が
あ
る
」と
思
え
る
経
験
、心
が

じ
わ
〜
っ
と
温
か
く
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご

披
露
く
だ
さ
い
。文
字
数
は
8
0
0
字
以
内
。

文
字
数
は
4
0
0
〜
6
0
0
字
程
度
。文
章
を

補
足
す
る
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
視
覚
情
報

が
あ
れ
ば
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ
１
・
２
と
も
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
も
差
し
支

え
有
り
ま
せ
ん
が
、
会
社
名
・
所
属
は
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

J・Hair’s worksへの原稿を募集しています。掲載文
には薄謝（クオカード3000円相当）を進呈します。

写真 ： 小笠原諸島（世界遺産）
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P5～７ J・Hair's Works
P８   　事務局だより

2月3月4月5月

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
郷（
世
界
遺
産
）

　

1
9
9
5
年
12
月
、ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ

ン
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
第
19
回

世
界
遺
産
委
員
会
で
日
本
か
ら
推
薦
さ

れ
て
い
た「
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造

り
集
落
」が
、世
界
遺
産
と
し
て
登
録
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、姫
路
城
、白
神
山
地
な
ど

に
次
い
で
6
件
目
の
世
界
遺
産
で
、保
存

に
取
り
組
ん
で
き
た
長
年
の
努
力
が
世

界
的
に
も
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、人
類
共

有
の
遺
産
と
し
て
保
護
、保
存
さ
れ
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

出
典
：
一
般
財
団
法
人 

世
界
遺
産
白
川
郷

           

合
掌
造
り
保
存
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

世
界
遺
産

ひ
だ
白
川
郷
白
川
村

写真 ： 白川郷（世界遺産）
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ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
の
社
員
数
は
2
0
6
3
人

（
2
0
1
6
年
３
月
末
現
在
）。そ
の
う
ち
80
％
を
女
性

が
占
め
ま
す（
女
性
社
員
の
平
均
年
齢
は
36
歳
）。同
社

の
健
康
管
理
に
対
す
る
意
識
は
非
常
に
高
く
、そ
の
復

職
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
明
文
化
さ
れ
た
わ
か
り
や
す
い
も
の

で
し
た
。

　

話
を
お
聞
き
し
た
の
は
戦
略
人
事
部
人
事
企
画
課
長

兼
キ
ャ
リ
ア
開
発
室
課
長
の
三
浦
弘
路
さ
ん
、同
じ
く

キ
ャ
リ
ア
開
発
室
統
括

産
業
医
の
矢
地
孝
さ
ん
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
室
保
健

師
の
手
島
恵
子
さ
ん
で

す
。

　

戦
略
人
事
部
は
４
つ

に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
の
キ
ャ
リ
ア
開

発
室（
昨
年
受
賞
時
は
健
康
管
理
室
）が
全
社
の
健
康
管

理
を
一
手
に
担
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
開
発

室
の
中
は
制
度
や
企
画
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
と
健

康
管
理
室
に
分
か
れ
、健
康
管
理
室
の
産
業
医
や
保
健

師
が
所
属
。社
員
の
健
康
管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
社
内
の
安
全
衛
生
管
理
に
つ
い
て
は
、本
部
に

全
体
衛
生
委
員
会
と
、前
述
し
た
健
康
管
理
室
が
あ
り
、

各
事
業
所
の
衛
生
委
員
会
は
本
社
や
管
理
部
門
、日
本

全
国
に
広
が
る
10
支
社
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

■
８
割
が
女
性
社
員
、

　
　
早
く
か
ら
多
様
な
働
き
方
が
根
付
く

　

キ
ャ
リ
ア
開
発
室
の
三
浦
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
女
性

が
８
割
の
会
社
の
た
め
、女
性
が
長
く
働
き
続
け
る
た

め
の
制
度
設
計
、例
え
ば
育
児
を
し
な
が
ら
の
短
時
間

勤
務
や
育
児
休
職
な
ど
に
、法
令
よ
り
も
早
く
か
ら
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

　

職
場
の
中
に
短
時
間
勤
務
の
社
員
や
、土
日
勤
務・夜

間
勤
務
が
で
き
な
い
社
員
が
普
通
に
い
た
と
こ
ろ
か
ら

「
お
互
い
さ
ま
の
精
神
」が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
そ
う
で

す
。何
ら
か
の
事
情
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
よ
り
勤

務
に
制
約
が
あ
る
社
員
も
含
め
、す
べ
て
の
社
員
の
活

躍
を
願
う
と
い
う
風
土
が
、同
社
に
は
根
付
い
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

支
援
制
度
の
整
備
は
、2
0
0
0
年
ご
ろ
か
ら
増
え

始
め
た
心
身
の
不
調
に
対
応
す
る
た
め
、メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
を
本
格
的
に
始
め
た
の
が
発
端
で
し
た
。08

年
に「
復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
、運
用
を
始
め

ま
し
た
。

がん治療と仕事の両立に取り組む
（第3回）

　
が
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、社
員
が
治
療
を

し
な
が
ら
働
き
続
け
た
り
、治
療
後
の
復
職

を
支
援
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
企

業
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

最
終
回
の
今
回
は
昨
年
、東
京
都
の
企
業

表
彰
で
優
良
賞
を
受
賞
し
た
株
式
会
社
ク
レ

デ
ィ
セ
ゾ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。（右から）クレディセゾン戦略人事部キャリア

開発室の三浦さん、矢地さん、手島さん

がんで手術、復職で自信取り戻す クレディセゾン

D
a
t
a 

B
a
n
k
」が
あ
り
ま
す
。社
内
報
に
も
そ

の
検
索
の
仕
方
な
ど
を
掲
載
し
、全
社
員
に
周
知
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

大
き
な
が
ん
を
患
っ
た
後
に
復
職
し
た
社
員
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
に
も
数
人
お
り
、治
療
し
な
が
ら
の
勤

務
や
、治
療
後
の
復
職
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
に
根
付
い
た「
お
互
い
さ
ま
の
精
神
」と
い
う
企

業
風
土
は
、個
々
の
社
員
に
向
き
合
う
産
業
医
や
保
健

師
、人
事
担
当
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。が
ん
は
病
気
の
一
つ
で
あ
り
特
別
な
も
の
で
は
な

い
。職
場
に
戻
る
こ
と
で
自
信
を
取
り
戻
せ
る
、そ
う
実

感
で
き
る
取
材
で
し
た
。

　
平
成
30
年
5
月
10
日（
木
）午
後
4
時
よ
り「
日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
」の
第
48
回
通

常
総
会
及
び
定
例
理
事
会
が
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル「
富
士
の
間
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

根本 理事長

五十嵐 相談役理事

　

定
刻
を
迎
え
根
本
信
男
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、議
事
の
進
行
を
務
め
ま
し
た
。開

会
宣
言
の
後
、総
会
出
席
組
合
員
数
が
充
足
し
て
お
り
本
総
会
が
適
正
に
成
立
す
る
旨

報
告
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、議
事
録
署
名
人
2
名

を
選
任
し
、総
会
に
提
議
さ
れ
た
議
案
2
案
の
審

議
が
行
わ
れ
、午
後
4
時
35
分
に
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

議
案
は
、第
一
号
議
案「
2
0
1
7
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
承
認
の
件
」・
第
二
号
議
案

「
2
0
1
8
年
度
事
業
計
画（
案
）と
予
算（
案
）の

件
」で
事
務
局
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
後
に
理
事

全
員
で
審
議
さ
れ
十
分
な
質
疑
応
答
を
経
て
2
案
全
て
の
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、総
会
終
了
後
に
定
例
理
事
会
を
開
催
し
、三
件
の
報
告
事
項
に
つ
い
て
詳
細

に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。一
件
目
は
、新
入
特
別
会
員
の
概
要
が
説
明
さ
れ
入
会
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。二
件
目
は
、事
務
局
相
談
員（
消
費
生
活
専
門
相
談
員
）の
金
子
裕

子
氏
よ
り
、2
0
1
7
年
度
の
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
P
I
O - 

N
E
T
）及
び
組
合
事

務
局
へ
の
消
費
者
相
談
に
つ
い
て
の
集
計
結
果
と
そ
の
傾
向
の
説
明
と
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。特
筆
さ
れ
る
傾
向
と
し
て
は
、消
費
者
セ
ン
タ
ー
及
び
組
合
事
務
局
と
も

相
談
件
数
は
前
年
対
比
で
相
応
の
減
少
が
確
認
で
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。但
し
、当

業
界
に
関
わ
ら
ず
高
齢
者
の
消
費
者
相
談
が
目
立
つ
状
況
に
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。引
き
続
き
、裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
き（
A
D
R
）の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
、そ

の
対
策
と
留
意
事
項
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。三
件
目
は
、事
務
局
と
し
て
東
京
都

経済産業省  栗田企画官

議
会
厚
生
委
員
会
委
員
長
と
面
談
し「
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
を
助
成
す
る
自
治

体
」の
増
加
に
伴
い
東
京
都
の
参
画
に
向
け
て
の
検
討
を
お
願
い
し
た
旨
の
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、議
長
が
以
上
で
全
て
の
報
告
事
項
が
終
了
し
た
こ
と
を
宣
し

午
後
5
時
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

理
事
会
終
了
後
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
来
賓
と
し
て
当
協
同
組
合
を
所
管
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
経
済
産
業
省
生
活
製
品
課
企
画
官
・
栗
田
豊
滋
氏
と
課
長
補
佐
・
加
藤

純
氏
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。は
じ
め
に
、根
本
信
男
理
事
長
よ
り
、「
国
内
の

ウ
ィ
ッ
グ
市
場
は
大
変
競
争
が
激
し
い
状
況
で
す
が
、海
外
市
場
は
、ま
だ
ま
だ
拡
が

る
可
能
性
が
あ
り
是
非
と
も
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。組
合
員
一
同
で
今
後

も
団
結
と
協
力
を
も
っ
て
今
後
の
繁
栄
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て

栗
田
企
画
官
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き「
業
界
と
し

て
、医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
が
特
に
女
性
の
方
々
に
役

立
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。業
界
の
日

本
と
海
外
の
違
い
も
勉
強
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。現
在
、景
気
は
良
く
な
っ
て
お
り
市
場
は
ま

だ
拡
が
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。業
界
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。」と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
、五
十
嵐
祥
剛
相
談

役
理
事
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
参
加
者

全
員
で
懇
親
を
深
め
る
歓
談
の
ひ
と
時
を
和
や
か

に
過
ご
し
ま
し
た
。し
ば
ら
く
の
歓
談
の
後
に
、兒

玉
義
則
副
理
事
長
が「
こ
れ
か
ら
も
全
員
で
努
力
を
重
ね
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
皆
様
の

ご
健
勝
・
ご
多
幸
、業
界
の
ま
す
ま
す
の
健
全
な
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。」と
締
め

く
く
り
、全
員
で
今
後
の
更
な
る
健
全
な
発
展
と
飛
躍
を
誓
い
閉
会
し
ま
し
た
。

日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
第
48
回
通
常
総
会

及
び
定
例
理
事
会
開
催



　
■
復
職
の
目
安・ス
テ
ッ
プ
を

      

き
め
細
か
く
規
定

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、身
体
疾
患
や
メ
ン
タ
ル
疾
患
で

１
カ
月
以
上
休
職
し
た
社
員
を
対
象
に
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
の
手
島
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
復
職
後
は
時
間

短
縮
勤
務
の
復
職
が
多
く
、最
大
３
カ
月
ま
で
時
短
勤

務
が
可
能
で
す
が
、そ
の
後
の
３
カ
月
は
残
業
制
限
、出

張
制
限
や
シ
フ
ト
に
配
慮
し
、体
調
を
見
な
が
ら
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。随
時
、所
属
部
署
へ
連

絡
し
本
人
面
談
も
し
ま
す
。復
職
し
て
か
ら
も
連
絡
を

取
り
合
う
関
係
は
続
い
て
い
き
ま
す
」。復
職
し
た
社
員

へ
の
手
厚
い
配
慮
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
用
し
た
社
員
の
ほ
か
に

も
、１
週
間
以
上
休
職
し
た
社
員
の
情
報
は
把
握
し
て
い

る
の
で
、プ
ロ
グ
ラ
ム
対
象
外
で
も
休
職
社
員
へ
の
配
慮

が
あ
る
よ
う
で
す
。そ
の
際
、産
業
医
と
連
携
を
取
り
、面

談
も
行
う
の
で
と
て
も
心
強
い
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

左
記
は
、こ
の
復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
定
め
る「
復

職
を
考
え
る
目
安
」で
す
。

事
細
か
に
記
載
さ
れ
た
14
項
目
に
わ
た
る
目
安
は
、健

常
者
に
は
普
通
に
で
き
る
こ
と
で
す
が
、罹
患（
り
か

ん
）者
は
治
療
後
の
日
常
生
活
や
外
出
時
に
お
い
て
、で

き
て
い
る
つ
も
り
で
も
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、改
め

て
認
識
す
る
こ
と
で
自
分
を
振
り
返
る
い
い
材
料
に
な

る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。罹
患
者
は
早
期
復
職
を
願

う
あ
ま
り
に
無
理
を
し
た
り
頑
張
り
す
ぎ
る
傾
向
が
あ

る
の
で
、体
調
だ
け
で
な
く
メ
ン
タ
ル
面
、第
三
者
の
判

断
に
も
配
慮
し
た
す
ば
ら
し
い
目
安
だ
と
思
い
ま
す
。

　

■
復
職
に
よ
っ
て
自
信
を
取
り
戻
す

　

こ
こ
で
、が
ん
罹
患
後
、復
職
し
た
成
功
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
手
術
後
す
ぐ
に
復
職
し
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
っ
た
た
め
、放
射
線
治
療
の
期
間
中
は
２
時
間
の

時
短
勤
務
を
適
用
し
ま
し
た
。治
療
は
朝
一
番
に
予
約

を
入
れ
、通
院
治
療
後
は
毎
回
、時
短
勤
務
に
従
事
。そ

の
後
、１
カ
月
に
１
度
面
談
し
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
、通
常
勤
務
に
戻
り
ま
し
た
。

　

社
員
の
平
均
年
齢
が
若
く
活
力
あ
る
同
社
は
、病
気

を
し
て
も
早
く
復
帰
し
て
ガ
ン
ガ
ン
働
き
た
い
人
が
多

い
よ
う
で
す
。し
か
し
、手
術
や
治
療
を
終
え
て
１
〜
２

カ
月
休
ん
だ
社
員
は
、主
治
医
か
ら
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
が
出

て
、本
人
も
や
る
気
が
あ
っ
て
も
、実
際
は
入
院
に
よ
っ

て
体
力
が
落
ち
て
い
ま
す
。就
業
規
制
が
残
業
配
慮（
禁

止
）だ
け
の
場
合
で
も
、復
職
１
カ
月
は
２
時
間
時
短
勤

務
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、2
カ
月
目
か
ら
１
時
間
時
短
、３

カ
月
目
か
ら
通
常
勤
務
と
い
う
よ
う
に
体
を
慣
ら
し
、仕

事
も
思
い
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
配
慮
す
る
そ
う
で
す
。

　

統
括
産
業
医
の
矢
地
さ
ん
は
、復
職
し
た
社
員
か
ら

「
会
社
に
来
る
と
楽
」と
話
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い

い
ま
す
。「
仕
事
を
す
る
こ
と
は
自
己
表
現
な
の
で
、仕

事
に
よ
っ
て
自
信
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
」と
矢
地
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

と
は
言
え
、休
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
気
持
ち
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
る
の
に
時

間
は
必
要
で
、そ
の
間
は
働
き
た
い
気
持
ち
を
抑
え
る

よ
う
促
す
な
ど
き
め
細
か
い
配
慮
を
し
ま
す
。時
短
勤

務
か
ら
少
し
ず
つ
復
職
し
、「
や
っ
ぱ
り
大
丈
夫
、で
き

る
」と
い
う
自
信
を
つ
け
て
通
常
勤
務
に
戻
っ
て
い
く

社
員
を
見
る
の
が
う
れ
し
い
そ
う
で
す
。

　

社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
は
、社
員
が
健
康
診
断
の

結
果
を
閲
覧
で
き
る
健
診
シ
ス
テ
ム「
H
e
a
l
t
h 

健康診断の事後措置と、健診システム「Health 
Data Bank」について周知する社内報

太
田
由
紀
子（
お
お
た・ゆ
き
こ
）

　
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。出
版
社
、放
送
局
に
勤
務
後
、産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
取
得
。傾
聴
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
う
。日
経
G
o
o
d
a
y「
が
ん
に
な
っ
た
妻

か
ら
夫
へ
の
お
願
い
」、日
経
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン「
メ
ン
タ

ル
リ
ス
ク
最
前
線
」な
ど
多
数
の
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

Ａ
さ
ん
　
40
代
女
性
、乳
が
ん
に
罹
患
。抗
が
ん
剤
治
療
後
、

手
術
を
受
け
、３
週
間
ほ
ど
休
職
し
復
職
。復
職
後
の
放

射
線
治
療
は
仕
事
と
治
療
を
両
立
。復
職
は
罹
患
前
と
同

じ
職
務（
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
）。

〈
ス
テ
ッ
プ
１
〉　
休
職
後
、復
職
希
望
が
あ
っ
た
場
合
、後

述
の「
復
職
の
目
安
」を
参
考
に
、同
社
所
定
の
書
類
を
基

に
主
治
医
の
判
断
を
仰
ぎ
、所
属
部
署
に
連
絡
し
ま
す
。

〈
ス
テ
ッ
プ
２
〉　
同
社
所
定
の「
復
職
可
能
診
断
書
」、復
職

前
２
週
間
分
の
生
活
記
録
を
記
入
し
た「
自
宅
課
題
及
び
実

行
記
録
」、「
復
職
願
」を
記
入
、提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

〈
ス
テ
ッ
プ
３
〉　
産
業
医
と
復
職
予
定
の
5
日
〜
10
日
前

を
目
安
に
面
談
し
、主
治
医
の
判
断
と
併
せ
、復
職
の
可
否

や
就
業
の
配
慮
事
項
な
ど
を
確
認
、所
属
部
署
に
連
絡
し

ま
す
。

〈
ス
テ
ッ
プ
４
〉　
復
職
と
な
り
ま
す
。就
業
配
慮
に
従
う

勤
務
が
大
切
で
す
。

〈
ス
テ
ッ
プ
５
〉　
復
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

１
カ
月
ご
と
に
、面
談
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
就
業
上
の

配
慮
事
項
を
検
討
。原
則
３
カ
月
間
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
い
、徐
々
に
通
常
勤
務
に
戻
り
ま
す
。
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D
a
t
a 

B
a
n
k
」が
あ
り
ま
す
。社
内
報
に
も
そ

の
検
索
の
仕
方
な
ど
を
掲
載
し
、全
社
員
に
周
知
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

大
き
な
が
ん
を
患
っ
た
後
に
復
職
し
た
社
員
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
に
も
数
人
お
り
、治
療
し
な
が
ら
の
勤

務
や
、治
療
後
の
復
職
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
に
根
付
い
た「
お
互
い
さ
ま
の
精
神
」と
い
う
企

業
風
土
は
、個
々
の
社
員
に
向
き
合
う
産
業
医
や
保
健

師
、人
事
担
当
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。が
ん
は
病
気
の
一
つ
で
あ
り
特
別
な
も
の
で
は
な

い
。職
場
に
戻
る
こ
と
で
自
信
を
取
り
戻
せ
る
、そ
う
実

感
で
き
る
取
材
で
し
た
。

媒
体
名 

日
経
電
子
版  

掲
載
日 

2
0
1
6
年
6
月
9
日 

日
経
許
諾
済
み　

無
断
複
写
転
載
禁
止

バ
イ
オ
テ
ッ
ク　

お
客
様
相
談
室　

小
池
ま
な
み

　
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、日
本
中
が
世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
中
、「
私
の
お
ス
ス

メ
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
場
所
は
、岐
阜
県
。

　
日
本
の
真
ん
中
に
あ
る
と
云
わ
れ
て
お
り
、山
と
川
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。北
の
飛
騨
地
方
は
山
間
部
で
積
雪
が

多
い
た
め
、冬
は
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
ス
キ
ー
場
が
、夏
は
高
地
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
白
川
合
掌
づ
く
り
の
村
々
が
世
界
遺
産
で
選
ば
れ
て
お
り
、近
く
に
は
祭
り
で
有
名
な「
高
山
市
」や
、日
本
の
三

名
泉
の
一
つ「
下
呂
温
泉
」、県
の
南
の
美
濃
地
方
で
は
、長
良
川
の「
鵜
飼
」や
川
釣
り
・
ア
ユ
釣
り
の
ス
ポ
ッ
ト
が
多

数
あ
り
、県
外
か
ら
も
お
越
し
に
な
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
長
良
川
・
木
曽
川
・
揖
斐
川
の
木
曽
三
川
と
呼
ば
れ
る
清
流
が
流
れ
、東
西
南
北
に
広
い
面
積
を
持
つ
岐
阜
県
は
、

古
き
良
き
日
本
の
伝
統
文
化
が
今
も
根
付
い
て
お
り
、2
0
1
4
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に『
美
濃

和
紙
』が
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、み
な
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
和
紙
の
歴
史
は
古
く
、奈
良
の
正
倉
院
に
残
る
大
宝
２
年（
西
暦
7
0
2
年
）に
作
ら
れ
た
最
古
の
戸
籍
用
紙
に

は
美
濃
和
紙
が
使
わ
れ
て
い
た
と
か
。

　
和
紙
は
、日
本
風
土
と
気
候
に
適
し
た
最
適
な
紙
と
し
て
、障
子
、襖
、屏
風
、懐
紙
、

日
本
画
、提
灯
、扇
子
等
に
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、和
紙
を
原
料
と
し
て
洋
服
や
靴
下
・
タ
オ
ル
な
ど
、生
活
用
品
に
ま
で

及
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
で
、私
の
一
番
の
お
ス
ス
メ
は
、「
美
濃
和
紙
の
靴
下
」で
す
。

　
履
い
た
時
は
少
し
ご
わ
ご
わ
感
が
気
に
な
り
ま
す
が
、履
い
て
い
る
う
ち
に
足
に

フ
ィ
ッ
ト
し
て
き
ま
す
。何
よ
り
、通
気
性
・
吸
湿
性
が
高
い
た
め
、水
虫
対
策
に
役
立

つ
の
だ
そ
う
で
す
。最
近
は
男
性
の
み
な
ら
ず
、女
性
に
も
水
虫
に
悩
む
方
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
記
事
を
目
に
し
ま
す
。湿
度
が
高
い
季
節
は
、き
れ
い
に
足
を
洗
っ

て
も
、ま
た
ジ
メ
ジ
メ
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
時
は
、「
和
紙
の
靴

下
」で
過
ご
す
と
、か
か
る
と
治
り
に
く
い
水
虫
を
よ
せ
つ
け
ず
、快
適
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、予
防
対
策
に
も
な
り
ま
す
。逆
に
冬
場
は
、そ
の
保
温
性
の
高
さ
か
ら
温

か
く
足
を
包
ん
で
く
れ
る
の
で
、年
中
活
躍
す
る
ア
イ
テ
ム
で
す
。

知
っ
て
い
ま
し
た
か
、私
の
お
ス
ス
メ

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

自
分
で
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、

実
は
ご
当
地
特
有
の
モ
ノ
だ
っ
た
り…

。

そ
ん
な
お
も
し
ろ
ネ
タ
や
、感
動
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
大
公
開
！

こ
ん
な
こ
と
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新
規
加
入
特
別
会
員
の
ご
紹
介

事
務
局
だ
よ
り

株
式
会
社
ア
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

斎
藤
謙
介

入
間
市 

森
坂
1 - 

11

　
今
年
度
よ
り
、日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
へ
加
盟
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
株
式
会
社
ア
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
斎
藤
と
申
し
ま
す
。弊
社
は
昭
和
59
年
よ
り
ウ
ィ
ッ
グ
の
事

業
を
始
め
さ
せ
て
頂
き
、現
在
は「
マ
ダ
ム
ク
レ
ア
」と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
名
で
主
に
量
販
店
に
シ
ョ
ッ
プ
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
組
合
へ
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、伝
統
あ
る
多
く
の
企
業
の
中
に
名

を
連
ね
さ
せ
て
頂
く
こ
と
は
甚
だ
恐
縮
で
す
が
、日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
の
一
員
で

あ
る
こ
と
に
自
覚
と
責
任
を
持
ち
消
費
者
へ
の
社
会
生
活
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
度
は
M
・
W
I
G
の
認
証
も
取
得
さ
せ
て
頂
き
、ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関

係
者
の
皆
様
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
ダ
リ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

代
表
取
締
役
社
長　

高
木　

進
一

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
4 - 

3 - 

25

　
弊
社
は
、1
9
4
6
年
創
業
以
来
、美
容
室
の
繁
栄
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
皆
様
の
Q
O
L
向
上
の
た
め
に
、美

容
室
と
共
に
貢
献
し
て
い
け
る
環
境
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
H
P　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

              

代
表
取
締
役　

松
本
久
美
子

さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
長
4 - 

21 - 

1

　
こ
の
度
は
日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
に
入
会
さ
せ
て
頂
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
弊
社
設
立
は
、平
成
十
二
年
七
月
で
す
。

　
ま
だ
若
い
会
社
で
す
が
精
一
杯
努
力
し
、お
客
様
が
欲
し
い

と
喜
ば
れ
る
商
品
を
製
作
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ス
モ
フ
ァ
ニ
ー
株
式
会
社　

お
す
べ
ら
か
し
か
ぶ
り
隊

ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー　

営
業
推
進
部　

白
衣
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

お
客
様
の
喜
び
を
肌
で
実
感
し
、と
も
に
感
動
で
き
る
仕
事

知
っ
て
い
ま
し
た
か
鴻
巣
市

　
な
か
な
か
手
に
入
り
に
く
い「
和
紙
の
靴
下
」で
す
が
、ネ
ッ
ト
な
ど
で
検
索
し
て

み
る
と
、色
々
な
メ
ー
カ
ー
か
ら
色
ん
な
タ
イ
プ
の
も
の
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
！

湿
度
を
感
じ
な
い
分
、足
の
疲
れ
も
少
し
緩
和
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
・・・（
笑
）

是
非
、あ
な
た
だ
け
の
お
気
に
入
り
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　
私
が
ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
入
社
し
た
き
っ
か
け
は
、就
職
情
報
誌
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
募
集
広
告
。

　
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
て
い
た
時
、目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
白
衣
を
着
た
社
員

が
写
る
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
し
た
。

　
幼
少
の
頃
か
ら
医
者
や
弁
護
士
な
ど
に
憧
れ
、人
助
け
が
出
来
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
考
え
て
い
た
の
で
、〝 

こ
れ
だ
！ 

〞
と
思
い
、入
社
を
決
意
し
た
の
で
す
。

ウ
ィ
ッ
グ
が
お
客
様
の
心
を
癒
す
の
だ
と
強
く
実
感
し
た
の
は
、入
社
し
て
5
年
目
。

ご
病
気
で
髪
の
毛
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
わ
れ
た
5
歳
の
女
児
の
お
客
様
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
初
め
て
の
面
会
時
、そ
の
お
客
様
は
恐
ろ
し
い
く
ら
い
に
無
表
情
で
、私
が
話
し

か
け
て
も
全
く
の
無
反
応
。お
母
様
は
、私
に
一
生
懸
命
娘
さ
ん
の
状
況
を
お
話
し
下

さ
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
間
も
当
の
お
客
様
に
は
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
も
何
度
か
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
伺
い
し
た
の
で
す
が
、心
を
開
い
て
は
く

だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。ウ
ィ
ッ
グ
が
仕
上
が
っ
た
当
日
、試
着
の
た
め
に
ご
訪
問
し
、

私
は
そ
の
小
さ
な
頭
に
ウ
ィ
ッ
グ
を
乗
せ
て
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、お
客
様
の
反
応
は
変
わ
ら
ず
、何
の
反

応
も
示
し
て
は
く
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。「
喜
ん
で

く
だ
さ
ら
な
か
っ
た
の
か
な
」と
心
配
し
て
い
た
と

こ
ろ
、お
母
様
か
ら
の
提
案
で
ウ
ィ
ッ
グ
を
着
け
た

ま
ま
別
室
で
一
人
に
し
て
差
し
上
げ
る
こ
と
に
。す

る
と
、暫
く
し
て
そ
の
お
客
様
は
し
き
り
に
髪
を

触
り
な
が
ら
部
屋
か
ら
出
て
い
ら
し
た
の
で
す
。

そ
の
顔
に
は
、照
れ
た
よ
う
な
可
愛
ら
し
い
微
笑

み
を
浮
か
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。こ
の
時
、

私
は
頭
髪
へ
の
悩
み
が
、こ
ん
な
に
も
小
さ
な
お
客
様
の
心
を
傷
つ
け
て
い
た
こ
と

に
驚
き
、そ
し
て
、私
た
ち
の
ウ
ィ
ッ
グ
が
そ
の
傷
を
少
し
で
も
癒
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。当
社
に
入
社
し
た
こ
と
は
正
し

か
っ
た
の
だ
と
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
仕
事
の
一
番
の
魅
力
は
、私
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、お
客
様
が
目
の
前

で
心
底
喜
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。お
客
様
の
笑
顔
を
見
ら
れ

る
こ
と
は
、何
に
も
代
え
難
い
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。今
、私
は
仕
事
が

本
当
に
面
白
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。直
接
お
客
様
に
お
会
い
す
る
機
会
は
減
り
ま
し

た
が
、当
社
の
果
た
す
べ
き
社
会
的
責
任
の
大
き
さ
を
肌
で
実
感
し
て
い
ま
す
。

「
カ
ツ
オ
の
季
節
到
来
」

株
式
会
社
ア
デ
ラ
ン
ス　

Ｃ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部　

Ｋ
・
Ｃ

　
21
年
連
続
で
生
鮮
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
量
日
本
一
を
誇

る
、宮
城
県
・
気
仙
沼
で
の
カ
ツ
オ
の
食
べ
方
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

　
カ
ツ
オ
と
い
え
ば
高
知
で
有
名
な
タ
タ
キ
を
思
い

浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、気
仙
沼
で
は
表

面
を
焼
い
た
刺
身
の
こ
と
を
叩
い
て
い
な
い
タ
タ
キ
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
気
仙
沼
で
言
う
タ
タ
キ
は
ま
な
板
に
の
せ
た
カ
ツ

オ
の
刺
身
に
葱
や
生
姜
等
の
薬
味
と
、少
量
の
味
噌
を

加
え
て
包
丁
で
叩
い
た
も
の
が
気
仙
沼
の
タ
タ
キ
で

す
。

　
熱
々
の
ご
飯
に
良
く
合
い
ま
す
。

　
次
に
食
べ
切
れ
な
か
っ
た
刺
身
を
味
噌
と
醤
油
に
一

晩
つ
け
た
漬
け
。

　
そ
の
ま
ま
ご
飯
と
食
べ
て
も
美
味
し
い
の
で
す
が
、

お
茶
漬
け
も
絶
品
で
す
。

　
是
非
試
し
て
下
さ
い
ね
。

「
・・・
」　

　
音
が
聞
こ
え
な
い
。

　
ひ
さ
し
ぶ
り
に
音
が
耳
に
入
ら
な
い
空
間
に
来
た
な
と
思
っ
た
の
は
今
年
の
夏
で

あ
る
。お
腹
も
ぼ
よ
ぼ
よ
に
な
っ
て
き
た
昨
今
。い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
が
、

思
い
立
っ
た
が
吉
日
。靴
箱
の
奥
の
方
か
ら
、長
年
お
目
見
え
し
て
い
な
い
ア
デ
ィ
ダ

ス
の
ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
い
て
外
に
飛
び
出
し
て
み
た
。そ
し
て
足
を
フ
ル
回
転
し
て

み
る
。

　「
は
ぁ
〜
　
は
ぁ
〜
　
は
ぁ
〜
」

　
し
ば
ら
く
走
っ
て
い
く
と
初
め
て
見
る

田
園
風
景
に
出
く
わ
し
た
。

　
今
年
の
春
か
ら
埼
玉
県
の
鴻
巣
市
に

引
っ
越
し
を
し
て
来
た
。年
を
経
て
い
く

度
に
都
心
か
ら
田
舎
に
移
っ
て
い
く
。ま
だ

半
年
し
か
い
な
い
鴻
巣
を
楽
し
ん
で
み
よ

う
と
思
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

　
嫁
さ
ん
に
捨
て
ら
れ
な
け
れ
ば
一
生
を

共
に
す
る
場
所
で
あ
る
。た
だ
我
が
家
の

地
名
は
愛
の
町
。捨
て
ら
れ
る
は
ず
が
な

い
！
な
ぜ
な
ら
愛
の
町
だ
か
ら
。

　
そ
う
し
て
新
し
い
場
所
に
一
歩
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
て
い
く
度
に
心
が
高
揚
し
て

い
く
の
を
感
じ
た
。

　「
ひ
さ
し
ぶ
り
に
空
が
広
い
」と
空
を
見
上
げ
て
し
ま
っ
た
。ス
ぅ
〜
と
体
の
中
か
ら

充
満
し
て
い
た
重
た
い
ガ
ス
が
抜
け
て
い
く
の
を
感
じ
た
。そ
れ
と
共
に
触
れ
て
い

た
い
の
は
こ
れ
だ
と
思
い
な
お
す
。

　
埼
玉
県
鴻
巣
市
。他
か
ら
見
れ
ば
何
も
な
い
。し
か
し
体
に
触
れ
て
み
る
と
結
構
心

地
の
良
い
見
え
な
い
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
時
々
、雲
が
ち
ぎ
れ
る
音
が
聞
こ
え
る
。

　
こ
う
し
て
私
は
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
る
。


